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に
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対
し
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を
送
付
す
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
及
び
２
に
つ
い
て 

 
 

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
以
下
「
カ
ー
ド
」
と
い
う
。
）
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
患
者
は
本
人
の
健
康
や
医

療
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
よ
り
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
政

府
を
挙
げ
て
カ
ー
ド
の
普
及
や
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
む
中
、
こ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
早
期
に
広
く
享
受
さ
れ
る
よ

う
、
デ
ジ
タ
ル
庁
、
総
務
省
及
び
厚
生
労
働
省
に
お
け
る
協
議
を
経
て
、
令
和
六
年
秋
に
健
康
保
険
証
を
廃
止
す
る
こ
と
と

し
、
「
物
価
高
克
服
・
経
済
再
生
実
現
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
」
（
令
和
四
年
十
月
二
十
八
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、

カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
を
加
速
し
、
令
和
六
年
秋
に
健
康
保
険
証
の
廃
止
を
目
指
す
た
め
の
環
境
整
備
を
行
う
旨

を
明
記
し
た
。
そ
の
後
、
第
二
百
十
一
回
国
会
に
お
い
て
、
健
康
保
険
証
の
廃
止
等
を
内
容
と
す
る
国
民
健
康
保
険
法
（
昭

和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
等
の
改
正
を
含
む
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
八
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
が
、
令
和

五
年
六
月
二
日
に
成
立
し
、
同
月
九
日
に
公
布
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
の
３
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
国
民
、
医
療
機
関
、
各
保
険
者
の
合
意
形
成
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御

指
摘
の
「
健
康
保
険
証
の
廃
止
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
や
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保

険
証
の
一
体
化
に
関
す
る
検
討
会
」
（
以
下
「
検
討
会
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
医
療
機
関
」
や
「
各
保
険

者
」
も
含
め
て
、
広
く
国
民
の
声
を
踏
ま
え
た
検
討
を
行
い
、
そ
の
検
討
を
踏
ま
え
、
令
和
六
年
秋
に
向
け
て
円
滑
に
移
行

で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
民
の
理
解
が
更
に
得
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
丁
寧
に
説
明

す
る
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
。 

一
の
４
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
法
律
上
ど
の
よ
う
に
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
改

正
法
で
は
、
国
民
健
康
保
険
法
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
に
お
い

て
、
被
保
険
者
証
の
交
付
の
求
め
等
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
な
お
、
改
正
法
の
施
行
に
伴

い
、
被
保
険
者
に
対
し
被
保
険
者
証
を
交
付
す
る
旨
を
定
め
る
健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六

号
）
第
四
十
七
条
等
の
規
定
に
つ
い
て
削
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

二
の
１
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

カ
ー
ド
の
取
得
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
検
討
会
に
お
い
て
関
係
団
体
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
検
討
会
に
お
け
る
令

和
五
年
二
月
十
七
日
の
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
踏
ま
え
、
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
者
の
代
理
人
に
対
す
る
交
付
の
活
用
が
で

き
る
ケ
ー
ス
の
拡
充
・
明
確
化
を
行
う
と
と
も
に
、
介
護
施
設
等
に
市
町
村
の
職
員
が
出
張
し
、
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
受

け
付
け
る
な
ど
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
カ
ー
ド
を
取
得
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七

号
）
第
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
、
カ
ー
ド
は
申
請
に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
カ
ー
ド
と
健
康

保
険
証
の
一
体
化
に
際
し
て
も
こ
の
点
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
た
く
な
い
と
い

う
者
の
「
内
心
の
自
由
」
（
憲
法
第
十
九
条
）
を
侵
す
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
改
正
法
で

は
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
等
の
医
療
保
険
各
法
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
方
に
つ
い
て
、
本
人
の
申
請
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
る
資
格
確
認
書
に
よ
り
、
保
険
医
療
機
関
及

び
保
険
薬
局
（
以
下
「
保
険
医
療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
被
保
険
者
の
資
格
を
確
認
す
る
た
め
の
規
定
を
設
け
て

い
る
。 



 

４ 

 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
「
健
康
保
険
証
の
廃
止
」
に
よ
っ
て
被
る
不
利
益
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た

め
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
改
正
法
で
は
、
御
指
摘
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
取
得
で
き
な
い

者
、
取
得
し
た
く
な
い
者
」
も
含
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、

本
人
の
申
請
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
る
資
格
確
認
書
に
よ
り
、
保
険
医
療
機
関
等
に
お
い
て
被
保
険
者
の
資
格
を
確
認
す
る
た

め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
健
康
保
険
証
の
廃
止
後
、
カ
ー
ド
が
取
得
で
き
な
い
こ
と
等
に
よ
り
被
保
険
者
が

必
要
な
保
険
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
、
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

三
の
１
に
つ
い
て 

 
 

医
療
保
険
者
は
、
健
康
保
険
法
等
に
基
づ
く
保
健
事
業
等
の
一
環
と
し
て
、
被
保
険
者
等
の
レ
セ
プ
ト
か
ら
抽
出
さ
れ
た

薬
剤
や
診
療
に
関
す
る
情
報
、
特
定
健
康
診
査
等
に
係
る
情
報
等
（
以
下
「
薬
剤
情
報
等
」
と
い
う
。
）
を
保
有
し
て
お

り
、
健
康
保
険
法
第
二
百
五
条
の
四
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
健
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
薬
剤
情
報
等
の
提
供
等
の
事
務

を
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
等
（
以
下
「
支
払
基
金
等
」
と
い
う
。
）
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
登
録
す
る
薬
剤
情
報
等
の
具
体
的
な
範
囲
に
つ
い
て
は
、
医
療



 

５ 

 

保
険
者
の
代
表
、
被
保
険
者
の
代
表
等
を
構
成
員
と
す
る
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
等
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、

医
療
保
険
者
と
支
払
基
金
等
と
の
間
で
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
の
２
及
び
３
に
つ
い
て 

 
 

カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
登
録
（
以
下
「
利
用
登
録
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
患
者

の
同
意
に
基
づ
き
保
険
医
療
機
関
等
が
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
当
該
患
者
の
薬
剤
情
報
等
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
旨
に
つ
い
て
、
利
用
登
録
に
関
す
る
案
内
を
含
め
、
様
々
な
場
面
で
周
知
・
広
報
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
保
険
医
療
機
関
等
が
同
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
患
者
の
薬
剤
情
報
等
を
閲
覧
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
保
険

医
療
機
関
等
に
お
い
て
患
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
受
け
る
際
、
当
該
保
険
医
療
機
関
等
の
窓
口
に
設
置
す
る
「
顔
認

証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
」
の
画
面
に
お
い
て
、
個
別
に
当
該
患
者
の
同
意
を
取
得
し
て
い
る
。 


